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自
治
体
政
策
と
条
例
化

　

自
治
体
の
計
画
は
、
原
則
と
し
て
首
長
の
権
限

で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
延
期
し
た
り
、
変
更

し
た
り
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
条
例
は
議
会
審
議
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

制
定
さ
れ
る
法
的
根
拠
を
有
す
る
の
で
、
簡
単
に

は
変
え
ら
れ
ず
、
計
画
に
比
べ
る
と
重
要
度
の
レ

ベ
ル
が
ず
っ
と
高
い
。

　

一
般
に
、
自
治
体
が
独
自
の
地
域
課
題
に
対
応

し
た
政
策
を
決
定
し
、
実
施
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
を
法
的
に
裏
付
け
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
自
治
体
の
政
策
は
、
そ
れ
を
条
例
で

規
範
化
す
る
こ
と
で
、
確
固
た
る
法
的
基
盤
を
持

ち
、
議
会
の
審
議
に
よ
る
民
主
性
の
確
保
と
い
う

正
統
性
を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ
。

防
災
条
例
の
行
政
的
意
図
と
効
果

　

防
災
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
防
災
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
防
災
条
例
を
制
定
す
る
狙
い
と
効
果
は
、
行

政
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）目
標
・
理
念
を
明
確
化
す
る

　

政
策
の
基
本
を
定
め
る
条
例
に
は
、
抽
象
的
な

目
的
の
他
に
、
達
成
す
べ
き
目
標
と
こ
れ
を
裏
付

け
る
理
念
が
必
要
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
条

例
を
定
め
る
こ
と
で
、
ど
う
い
う
公
共
的
課
題
を
、

ど
う
い
う
考
え
方
（
理
念
）
で
、
ど
の
程
度
ま
で
解

決
す
る
の
か（
目
標
）が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）長
期
的
な
政
策
実
施
の
法
的
担
保
と
な
る

　

条
例
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
個
別
の
施
策

は
、
常
に
説
明
さ
れ
、
評
価
さ
れ
、
住
民
ニ
ー
ズ

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
微
調
整
さ
れ
る
。

条
例
の
目
標
が
達
成
さ
れ
な
い
限
り
、
政
策
が
長

期
的
に
継
続
さ
れ
る
こ
と
は
法
的
に
担
保
さ
れ
る
。

自
治
体
が
個
別
の
政
策
を
す
べ
て
や
め
る
と
き
に

は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
条
例
を
廃
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
法
的
責
任
が
生
じ
る
。

（
３
）適
正
な
行
政
手
続
き
を
法
的
に
保
障
す
る

　

条
例
に
は
、
政
策
の
方
向
性
や
重
要
な
施
策
が

示
さ
れ
る
が
、
抽
象
的
な
規
定
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
こ
で
、
付
属
機
関
や
住
民
に
意
見
を
求

め
た
り
、
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
進

行
状
況
を
報
告
し
た
り
、
政
策
評
価
を
公
表
す
る

よ
う
な
行
政
手
続
き
を
条
例
に
定
め
る
こ
と
で
、

法
的
に
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）組
織
、
予
算
、
制
度
を
担
保
す
る

　

自
治
体
は
、
実
際
に
は
組
織
、
予
算
、
制
度
が

な
け
れ
ば
動
け
な
い
。
条
例
は
、
自
治
体
の
中
で

は
最
も
強
い
正
統
性
を
持
つ
法
的
規
範
な
の
で
、

自
治
体
内
部
で
組
織
を
つ
く
っ
た
り
、
予
算
や
職

員
を
確
保
し
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
制
度
を
設

け
る
た
め
の
強
力
な
根
拠
と
な
る
。

住
民
参
加
の
法
的
保
障
と
効
果

（
１
）住
民
参
加
の
法
的
保
障

　

災
害
対
策
基
本
法
を
は
じ
め
、
災
害
関
係
の
一

般
的
な
法
律
で
は
、
自
治
体
の
政
策
は
首
長
に
権

限
が
委
ね
ら
れ
、
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
仕

組
み
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加
を

進
め
る
た
め
に
は
、
自
治
体
が
独
自
に
住
民
と
の

連
携
の
在
り
方
を
定
め
、
制
度
と
し
て
保
障
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
防
災
計
画
、
防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

防
災
条
例（
２
）

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授　

鍵
屋
　
一

の市都
リスクマネジメント

第105回

Risk Management



市政 JANUARY 201955

　
「
条
例
」
は
平
和
都
市
宣
言
な
ど
の
理
念
や
目
標

の
「
宣
言
」
と
違
っ
て
、
法
的
に
人
々
や
組
織
を
拘

束
す
る
。
ま
た
、
条
例
は
自
治
体
や
住
民
に
と
っ

て
具
体
的
な
制
度
、
基
準
と
し
て
機
能
す
る
。
例

え
ば
、
住
民
へ
の
情
報
公
開
や
政
策
評
価
、
説
明

責
任
、
審
議
会
の
設
置
な
ど
を
具
体
的
に
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）条
例
制
定
へ
の
住
民
参
加
の
効
果

　

住
民
が
自
助
、
共
助
で
自
ら
担
う
部
分
が
大
き

い
防
災
に
関
し
て
は
、
条
例
の
制
定
過
程
に
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
例
え
ば
、
審
議
会
な
ど
の
組
織
を
設
け
て
公

募
委
員
を
入
れ
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
中
間
報

告
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
な
ど
で
住
民

の
関
心
を
高
め
る
。
住
民
と
と
も
に
時
間
を
か
け

て
条
例
づ
く
り
を
す
る
こ
と
自
体
が
、
条
例
の
実

効
性
確
保
に
役
立
つ
。

条
例
を
施
策
に
生
か
す

　

防
災
条
例
が
出
来
た
だ
け
で
、
地
域
防
災
力
が

向
上
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
条
例
に
基
づ
き
、
戦
略

的
、
継
続
的
に
政
策
を
展
開
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

住
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
簡
潔
で
明
め
い
り
ょ
う瞭

な
地
域
防
災
に
関
す
る
基
本
方
針
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
板
橋
区
防
災
基
本
条
例
で
は
、
当
初
、

重
点
的
施
策
の
方
向
性
と
し
て
次
の
３
点
を
掲
げ

て
い
た
。

（
１
）防
災
ひ
と
づ
く
り
の
推
進

　

防
災
ひ
と
づ
く
り
と
は
、
防
災
の
決
め
手
と
な

る
「
人
間
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
」
た
め
の
実

践
的
な
教
育
訓
練
、
講
座
・
研
修
な
ど
の
取
り
組

み
で
あ
る
。
防
災
ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
区
民
、
事
業
者
が
自
ら
意
欲
を
持
ち
、
継
続

的
に
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特

に
、
小
中
学
校
で
の
防
災
教
育
、
訓
練
に
よ
り
、

習
慣
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
２
）防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

災
害
時
に
住
宅
が
倒
れ
ず
、
火
災
か
ら
守
ら
れ

れ
ば
、
人
命
は
失
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
継
続
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
復
興
が
可
能
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ち
の
安
全
点
検
と
と
も
に
、

復
興
準
備
と
し
て
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
３
）災
害
時
要
援
護
者
等
へ
の
施
策

　

板
橋
区
の
防
災
施
策
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
、
災
害
時
要
援
護
者
を
安
全
に
保
護
す
る
こ

と
を
重
視
す
る
。
日
常
生
活
か
ら
要
援
護
者
に
配

慮
し
た
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に

も
必
要
な
対
応
を
取
る
よ
う
に
す
る
。

　

な
お
、
板
橋
区
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
平
成

25
年
３
月
に
、
重
要
施
策
に「
備
蓄
・
調
達
」「
避
難

者
等
の
多
様
な
避
難
行
動
へ
の
対
応
」「
医
療
救
護

体
制
の
充
実
」「
帰
宅
困
難
者
対
策
」「
業
務
継
続
計

画
」を
加
え
る
条
例
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
条
例
制
定
で 

防
災
減
災
目
標
達
成
を

　

自
治
体
の
防
災
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
首

長
や
議
会
を
交
え
て
防
災
減
災
の
目
標
を
定
め
（
○

○
年
後
に
想
定
被
災
者
を
○
○
人
に
減
ら
す
、
な

ど
）、
こ
れ
を
実
現
す
る
施
策
を
各
部
局
が
立
案
し
、

年
度
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
施
策
の
調

整
・
変
更
を
行
い
、
自
治
体
を
挙
げ
て
目
標
実
現

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

目
標
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
首
長
の
責
任
と

な
り
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
が
生
じ
る
。

　

そ
れ
に
は
、
防
災
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
条
例

化
し
て
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
災
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
防
災
減
災
目
標
を
達
成
す
る
枢
要
な
エ
ン
ジ
ン

と
な
る
。
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